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年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

28 29 30

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 2 3

4 4 2 1

平成３０年度は指定管理者の見直し作業がありますので、対象施設の拡充なども含め更に効率的な施設管理に努める必要がありま
す。また、管理に苦慮している箇所については、施設の利用状況などを勘案して、費用対効果のある検討を行って下さい。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民等の健康増進と地域連帯感の醸成、及び体育振興による交流を図るため、体育施設を快適に利用できるよう維持管理に努める必要がありま
す。

有効性 市や自治会等が主催する大会が行われたり広く市民が定期的に使用したりすることから、体育施設の適正な管理が有効であります。

達成度
ツインドーム重信について夏季の酷暑や雨漏り、又、総合公園庭球場について電球の劣化等、目標設定している快適な利用を促進するには、
計画的な修繕や設備の充実を考える必要があります。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 58,067 57,608 58,269
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Ｏ
Ｎ

一次評価者 スポーツ振興係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

地盤が弱いことから利用を停止している川内庭球場の利用について、検討する必要があります。かすみの森や緑地公園のグラウンドについて
は、グラウンド状況が良好ではないことから、管理方法を検討する必要があります。

効率性
指定管理者を一部の体育施設に導入しており、民間企業のノウハウを活用したサービス向上や経費削減に努めています。今後、業者委託してい
る総合公園体育施設についても指定管理者制度の導入を検討します。

改　革
計　画

川内体育センター改修工事に併せて、地盤調査を行い、今後の利用を検討します。グラウンドの整地方法について、整地作業員と情報交換を行
いながら今後の適正な管理を検討します。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 49,754 49,209 49,721

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 1.200 7,157 1.200 7,214 1.200 7,357

臨時職員工数・経費 0.600 1,156 0.600 1,184 0.600 1,191

0

その他特定財源 20,796 20,113 20,670

一般財源 28,958 29,096 29,051

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

使用料 使用料収入の年間積算 千円
21,831 20,259 20,670 23,000

20,796 20,113

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（２）スポーツ活動の充実・促進

事業区分

事業の対象 市民及び利用者 根拠法令

総合計画 政策目標 第４章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 文化・スポーツの推進

025 2001 事務事業名 体育施設管理運営事務 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
市民等の健康増進、地域連帯感の醸成及び体育振興
による交流を図るため、体育施設を設置し管理運営を
行っています。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 スポーツ振興係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

体育施設利用に関する運営を行います。
施設予約システムの利用を促進し、効率的な予約が行えるように
します。

施設や設備の点検、修繕を行い、利用者が安全に利用でき
るよう管理を行います。

民間のノウハウを活用した経費の削減及びサービス向上を図るた
め一部の体育施設について管理を指定管理者が行います。

利用者のニーズに併せて快適な利用ができるよう、備品の更
新を行います。

成果指標
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29 年度 ～ 29 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

28 29 30

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 3

4 4 2 3

非該当

事業の目的 最終的
元トップ選手の指導のもとボールを使ったスポーツに
チャレンジし、体を動かす楽しさ、大切さを学びます。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 スポーツ振興係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

低学年（小学１～３年生）と保護者の２人１組ペアで大きさや
形の違う様々なボールを使ったあそびを行います。

高学年（小学４～６年生）を対象に４種目（バレーボール・バス
ケットボール・サッカー・ラグビーフットボール）のボールゲー
ムを体験します。

成果指標

公的関与

089-964－1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間

（２）スポーツ活動の充実・促進

事業区分

事業の対象 小学１～３年生と保護者のペア及び小学４～６年生 根拠法令

総合計画 政策目標 第４章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 文化・スポーツの推進

025 2035 事務事業名 ボールフェスタ関係事務 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

参加者数 人
240

214

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 70 0

計(Ａ) 0 70 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.000 0 0.100 601 0.000 0

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.020 39 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 0 711 0

Ｃ
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Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 スポーツ振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

応募者が少なく、最終的に市外在住の子どもたちにも応募枠を拡大することとなりました。

効率性
一般社団法人日本トップリーグ連携機構と共催したことで、役割分担ができたため、コストや人員の負担をかけずに効果を上げることができまし
た。

改　革
計　画

詳細が決定していない段階においても、可能な限りの周知を前もってしておく等、イベント開催に向けたスケジュールにもう少し余裕をもたせる必
要があります。

今後の方向性 廃止/休止達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

本事業は、日本トップリーグ連携機構による支援事業であり、単年度で終わりましたが、平成３０年度は宝くじ助成でママさんバレーの
イベントを実施するなど、今後も様々な補助・助成を活用し、市民のスポーツへの関心を高めるよう努めてください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 廃止/休止

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

元トップ選手から直接指導を受けることは、子どもたちにとって忘れられない思い出となったり、スポーツを始めるきっかけになったりするため、この
ようなイベントは必要です。

有効性
様々な種目を体験し、普段と違う動作を取り入れながら活動することで、子どもの運動能力の向上を図ったりボール遊びの楽しさを味わったりでき
るため有効であります。

達成度
参加した子どもたちは、元トップ選手の指導に熱心に耳を傾け、生き生きとした表情でボールを通じた遊びや親子の触れ合いを楽しむことがで
き、概ね目標を達成できました。

必要性


